
アーロン博士（ Dr. Elaine Aron）が開発した Sensory Processing Sensitivity Scale（ HSPS
）を日本国内に導入する際、文化心理学的背景や言語的ニュアンスの違いを考慮した調整が必
要となります。特に、欧米の個人主義的文化圏と日本の集合主義的・同調圧力的な文化圏では
、「感受性」や「過敏さ」の表出方法や自己評価のバイアスに差異が生じるため、尺度自体の
信頼性と妥当性の検証が不可欠です。

本稿では、日本における代表的な HSP
尺度（主に辻井・飯田らによる研究や関連する心理測定学的検証）をもとに、その構造的信頼
性を紐解きます。

アーロン博士のオリジナル版 HSPSは 27項目から構成され、 DOES（ D: 深い情報処理  / O:
過剰な刺激  / E: 感情的反応性・共感  / S: 微細な刺激への気づき）の 4
つの概念を網羅しています。日本版（ HSPS-J
など）の作成過程においては、日本の文化的・社会的文脈に合わせた項目の精査が行われてき
ました。

3因子構造モデルの主流と DOESとの対応関係 : 多くの先行研究（例 :
辻井ら）において、日本版 HSPSは一般的に以下の 3
つの下位尺度（因子）に分類されることが多いです。これらはアーロン博士の DOES
モデルと以下のように関連づけられます。
1. EAS (Easy Excitation / 過剰刺激 ):

概要 :
音や光、多忙なスケジュールなどによる神経のキャパシティオーバー。
DOESとの関係 : DOESの「 O（ Overstimulated:
過剰な刺激）」に直接対応し、外部からの刺激によって神経系が早期に疲弊
する傾向を測定します。

2. OE (Aesthetic Sensitivity / 美的感受性 ):

「日本版 HSP尺度（ HSPS-J
）」の妥当性と信頼性に関する構造的分析

1. はじめに：文化的背景と HSP概念のローカライズ

2. 日本版 HSP尺度（ HSPS-J）の構築と因子構造、 DOES
モデルとの関係



概要 : 芸術や自然、微細な美に対する深い感動や気づき。
DOESとの関係 : DOESの「 D（ Depth of Processing:
深い情報処理）」および「 S（ Sensitive to Subtle Stimuli:
微細な刺激への気づき）」の一側面が、美的・環境的な刺激への反応として
特異的に抽出されたものです。

3. LST (Low Sensory Threshold / 感覚の低閾値 ):
概要 : 小さな音や匂い、他者の機嫌といった微細な刺激に対する敏感さ。
DOESとの関係 : DOESの「 S（微細な刺激への気づき）」や「 E（
Emotional Empathy & Reactivity:
感情的反応性と高い共感力）」の物理的・対人的な知覚閾値の低さを反映し
ています。

※なお、 DOES全体の包括的な「深い情報処理（ Depth of Processing
）」や「感情的共感（ Emotional Empathy）」の要素は、これら 3
つの下位因子の中に分散して内包される形で統計的に抽出されています。

Cronbachの  $\alpha$ 係数や複合信頼度において、おおむね妥当な水準（一般に
$\alpha > 0.80$
前後）が示されており、内的整合性（尺度のまとまり具合）としての信頼性は一定の
基準を満たしています。

収束妥当性 : 神経症傾向（ Neuroticism
）や抑うつ、不安傾向との間に一定の正の相関が認められる一方、それらとは異なる
「感覚処理の感受性」という固有の分散を持つことが確認されています。
文化適応の課題 : 日本の文脈では、「謙遜バイアス」や「周囲への同調圧力（ Fe
的適応）」が強く働くため、自己記入式アンケートにおいて過小評価または過剰適応
による歪みが生じやすい点に注意が必要です。

1. 自己理解のツールとしての有用性 :
「生きづらさ」の要因が性格の欠陥ではなく、神経生物学的感受性にあることを客観
視するためのスクリーニング・自己探索ツールとして十分に機能します。

2. 診断名ではないという前提 :
あくまで心理測定学的な「傾向のプロット」であり、臨床的診断基準（ DSM-5

3. 尺度の信頼性と妥当性：科学的評価
① 信頼性（ Internal Consistency）

② 妥当性（ Validity）

4. 臨床的・実務的意義と限界



等）とは異なる点を誤認しない運用が求められます。

日本版 HSP
尺度は、文化的バイアスを補正しつつ慎重に運用する限りにおいて、自身の神経系仕様を把握
するための信頼性の高い「地図」となり得ます。ラベリングに過度に縛られることなく、自己
のアコモデーション（環境調整）を設計するための客観的指標として活用することが賢明です
。

5. 結び：コンパスとしての活用法
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